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岸和田市市制施行 100周年記念事業 第５回実行委員会 

会議録（概要） 

会 議 名 岸和田市市制施行 100周年記念事業 第５回実行委員会 

開 催 日 時 令和４年３月 25日（金）13：00～14：10 

場 所 岸和田市役所新館４階第１委員会室 

出 席 委 員 

永野会長、中井副会長、桑原副会長、清水委員（代理）、音揃委員、善野委員、井上委

員、大西委員（代理）、泉本委員、笹部委員、根来委員、寺田委員、中川委員、室田委

員、竹代委員、松阪委員、池内委員（代理）、西岡委員（代理）、梶野委員、草山委員

（代理）、齊藤委員、桑畑委員、横山委員、山本委員、大嶋監事 

計 25名 

欠 席 委 員 
土井委員、七野委員、今口委員、田中委員、澁谷委員、宮口委員、吉田委員、谷口監事 

計８名 

関 係 者 原部会長 

事 務 局 西川総合政策部長、貝口課長、高木担当長、勝元主任、前田主任、羽室担当員 

会 議 事 項 

１. 開 会 

報告第 14号 実行委員の変更について 

２. 報 告 

報告第 15号 事業部会の実施状況について 

報告第 16号 広報用グッズの作製状況について 

３. 議 事 

議案第７号 冠事業の承認について 

議案第８号 令和４年度 岸和田市市制施行 100周年記念事業実行委員会 

収支予算（案） 

   議案第９号 令和４年度 岸和田市市制施行 100周年記念事業実行委員会 

             事業計画（案） 

   議案第 10号 岸和田市市制施行 100周年記念協賛事業の採択事業（案） 

４. その他 

５. 閉 会 

会 議 内 容 

 

 

１．開会 
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事 務 局 

 

 

 

 

 

 

永 野 会 長 

 

事  務  局 

 

 

 

永 野 会 長 

 

 

 

 

原 部 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

竹 代 委 員 

 

岸和田市市制施行 100周年記念事業第５回実行委員会を開会する。 

本日の出席委員は 33名中 23名1であり、岸和田市市制施行 100 周年記念事業実行委

員会規約第７条第３項に定める、委員の過半数の出席があるため、本会議が成立していること

を報告する。 

会議の主宰を規約第７条第１項により、会長が務めることとなっているので、実行委員会会長

である永野市長に司会進行をお願いする。 

 

会議事項に入る前に、実行委員に変更があるため、規約第６条第４項に基づき、報告する。 

 

公益社団法人岸和田青年会議所理事長が、泉本様から澁谷様に変更となった。 

 

２．報告 

 

報告は２件。 

報告第 15号及び報告第 16号については、関連するため一括して報告を行う。 

事業部会の部会長であり、岸和田商工会議所の専務理事、原様にお越しいただいているの

で、部会長よりご説明いただく。 

 

事業部会においては、実行委員会から付託・委任された事項について、引き続き議論を重ねて

いるところである。 

前回の第４回実行委員会以降、書面開催を含め事業部会は２回開催した。 

主な議題としては、広報用グッズについての作製状況や今後の作製にあたっての新たな意見出

しを行った。また、協賛事業の審査も行い、事業部会として採択事業案を取りまとめ、第 10 号議

案として皆様にお諮りするので、ご審議いただきたい。 

詳細については、事務局から説明する。 

 

≪報告第 15号「事業部会の実施状況について」≫ 

≪報告第 16号「広報用グッズの作製状況について」≫ 

資料に基づき説明 

説明後、質疑応答 

  

缶バッジについて、岸和田市青少年指導員協議会でも配付したいと考えているが、上限個数な

どはあるか。 

                                                   
1 開会定刻時は 23名。開会後に２名が出席されたため、出席委員の合計は 25名となった。 
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事 務 局 

 

 

 

室 田 委 員 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

永 野 会 長 

 

 

事 務 局 

 

 

 

泉 本 委 員 

 

 

 

事 務 局 

 

永 野 会 長 

 

委 員 一 同 

 

永 野 会 長 

 

缶バッジについては、総数 15,000 個を作製している。現段階で１団体に対する上限個数は

定めていないが、総数に限りはあるので、各団体からの希望個数を状況により調整し、できるだけ

希望に沿うように配付したいと考えている。 

 

「岸和田市市制施行 100周年」という表現が正しいかと思うが、報告第 15号及び報告第 16

号の資料右下には「岸和田市制 100周年」と記されているのはなぜか。 

 

資料右下に記載しているのは、公募のうえ市民投票を経て決定したキャッチフレーズである。表

現としてはお見込みのとおり「岸和田市市制施行 100 周年」が正しいものになるので、各種団体

において事業を実施される場合においては、「岸和田市市制施行 100周年記念」または「岸和田

市市制施行 100周年記念事業」（どちらについても「岸和田市」の文字を省略可。）という表現

を使用していただきたい。 

 

３．議事 

 

議案は４件。 

議案第７号について、事務局より説明する。 

 

≪議案第７号「冠事業の承認について」≫ 

資料に基づき説明 

説明後、質疑応答 

 

一般社団法人岸和田市歯科医師会の事業についても、冠事業として承認いただいているところ

であるが、事業内容の変更を予定している。変更について、この場において承認いただく必要がある

か、後日の変更内容を届け出ればよいか。 

 

後日変更届をご提出いただきたい。 

 

議案第７号「冠事業の承認について」、お諮りする。承認いただける場合は拍手をお願いする。 

 

拍手 

 

議案第７号は承認された。 
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事 務 局 

 

 

 

 

委 員 一 同 

 

永 野 会 長 

 

 

委 員 一 同 

 

永 野 会 長 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

委 員 一 同 

 

永 野 会 長 

 

 

委 員 一 同 

 

永 野 会 長 

 

 

冠事業は、これまで各種団体で経年的に実施されてきた事業に「100 周年」の冠を付して行う

ものである。随時募集しているので、冠事業として実施したい事業があれば、申請いただきたい。 

続いて、議案第８号について、事務局より説明する。 

 

≪議案第８号「令和４年度 岸和田市市制施行 

100周年記念事業実行委員会 収支予算（案）」≫ 

資料に基づき説明 

説明後、質疑応答 

 

質疑なし 

 

議案第８号「令和４年度 岸和田市市制施行 100周年記念事業実行委員会 収支予算

（案）」について、お諮りする。承認いただける場合は拍手をお願いする。 

 

拍手 

 

議案第８号は承認された。 

続いて、議案第９号について、事務局より説明する。 

 

≪議案第９号「令和４年度 岸和田市市制施行 

100周年記念事業実行委員会 事業計画（案）」≫ 

資料に基づき説明 

説明後、質疑応答 

 

質疑なし 

 

議案第９号「令和４年度 岸和田市市制施行 100周年記念事業実行委員会 事業計画

（案）」について、お諮りする。承認いただける場合は拍手をお願いする。 

 

拍手 

 

議案第９号は承認された。 

続いて、議案第 10号について、事務局より説明する。 
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事 務 局 

 

 

 

井 上 委 員 

 

 

事 務 局 

 

 

西 岡 委 員 

 

 

 

 

 

永 野 会 長 

 

 

 

笹 部 委 員 

 

 

 

西 岡 委 員 

 

 

 

 

永 野 会 長 

 

 

 

 

≪議案第 10号「岸和田市市制施行 100周年記念 協賛事業の採択事業（案）」≫ 

資料に基づき説明 

説明後、質疑応答 

 

採択事業案どおりに採択したとして、予算上の問題はないか。次年度の実行委員会予算を超

過するような場合は、補助金額を調整するということか。 

 

協賛事業に提案のあった事業をすべて採択しても、各提案事業の予算どおりに補助金を交付

できるだけの実行委員会予算は確保されている。 

 

現在、テレビ岸和田では、冠事業の取材など、100 周年記念事業に関連した取材等の仕事を

たくさんいただいている状況である。協賛事業に関しても、取材・放映依頼があると見込まれる。し

かしながら、人手不足ということもあり、別事業者に委託しなければならないことも多々あり、費用面

で運営が苦しいという実情がある。協賛事業について、各種団体に取材費用を負担していただくこ

とを交渉していただくことは可能か。 

 

ケーブルテレビ局として、限られた予算の中で苦慮されていることはよくわかる。この場にご出席い

ただいている各種団体の皆様にも、そのあたりの事情を勘案のうえ、できる範囲でご協力をいただけ

ればと思う。 

 

協賛事業に提案する際に、広報のための費用をしっかりと計上して事業立案することが当たり前

のことであると、改めて感じた。 

西岡委員にお伺いするが、取材の料金表（見積もり）を提示いただくことは可能か。 

 

見積もりを用意することは可能であるが、おそらく皆様が想定しているよりも高額になるということを

ご承知おきいただきたい。また、普段、相手方の実情に応じて値下げなどを行っているが、定まった

やり方での値下げではないため、値下げ幅に差異があるのも事実である。予算に応じた見積もりを

出す努力はするが、すべて希望どおりというわけにはいかないということもご了承いただきたい。 

 

取材・報道すべきことが集中すると、マンパワー不足になってしまうということも考慮のうえ、皆様も

協力できることはお互いに協力しながら、引き続きよろしくお願いしたい。 

テレビ岸和田では、相手方の持ち込みの映像を放映するという手法もされているかと思う。最近

はスマートフォンでもクオリティーの高い映像の撮影なども可能になってきているので、テレビ岸和田が

撮影クルーを用意するのが苦しいという実情もご理解いただき、各種団体において映像を撮影・編
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委 員 一 同 

 

永 野 会 長 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

井 上 委 員 

 

 

 

 

永 野 会 長 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

中井副会長 

 

 

集し、テレビ岸和田で活用いただくというようなことも考えていただければと思う。 

では、議案第 10 号「岸和田市市制施行 100 周年記念協賛事業の採択事業（案）」につ

いて、お諮りする。承認いただける場合は拍手をお願いする。 

 

拍手 

 

議案第 10号は承認された。 

 

４．その他 

 

≪市主催事業及び市冠事業について≫ 

資料に基づき説明 

説明後、質疑応答 

 

資料１の市主催事業No.18にタイムカプセル開封事業が挙げられているが、タイムカプセルにつ

いては私も思い入れが深く、開封いただけることをありがたく思う。当時の子どもたちの思いを継承し

ていくことができればと思う。 

同じく No.11 の姉妹都市締結について、現在の進捗状況をお教えいただきたい。 

 

姉妹都市の締結に向け、協議は順調に進んでいる。フランスやスペイン、台湾等の都市を候補

地として話を進めているところである。現在は、姉妹都市締結をして具体的にどのようなことを行って

いくかなどについて協議を行っている。 

 

«事務連絡» 

 

４．閉会 

 

新型コロナウイルス感染症のパンデミックを経て、皆様も心身ともにお疲れかと思うが、いろんな事

業を重ねることにより、一層華やかで心豊かになれるような事業展開が期待できると思う。 

明治維新以降、ちょうど本市が市制を敷いた頃、町村合併運動や市に昇格するための運動が

全国的に盛んであった。皆さんには、当時のエネルギッシュさをご想像いただきながら、次の 100 年

先にどういったものを残すかなどを、ぜひこの１年間に考えていただきたいと思う。 

また、先ほどテレビ岸和田への映像持ち込みの件で、自前で撮影や編集をすることについて話が

あったかと思うが、皆様ももっと YouTubeなどの動画配信サイトを活用してみてはいかがか。 
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11月１日に向けて、より一層盛り上げていきたいと思うので、皆様のご協力をお願いしたい。 

 

≪解散≫ 

 

以上 

 


